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本
論
集
は
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
三
日
、
享
年
四
三
歳
に
し
て
卒
然
と
し
て
逝
か
れ
た
河
角
龍
典
教
授
（
以
下
、
河
角
さ
ん
と
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
）
を
追
悼
す
べ

く
、
同
僚
教
員
な
ど
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
論
文
や
彼
を
め
ぐ
る
思
い
出
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
を
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

河
角
さ
ん
は
、
略
歴
に
あ
る
よ
う
に
一
九
九
四
年
立
命
館
大
学
文
学
部
地
理
学
科
地
理
学
専
攻
を
卒
業
後
、
同
年
、
同
大
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
に
進
学
さ

れ
、
一
九
九
六
年
に
前
期
課
程
を
、
そ
し
て
二
〇
〇
三
年
に
は
後
期
課
程
を
修
了
さ
れ
、
博
士
論
文
「
宮
都
地
域
に
お
け
る
地
形
環
境
と
土
地
利
用
の
特
性
に
関

す
る
研
究
―
藤
原
京
・
平
城
京
・
平
安
京
を
事
例
と
し
て
―
」
を
も
っ
て
博
士
号
（
文
学
）
を
取
得
さ
れ
た
。
そ
の
間
、（
財
）
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

に
て
非
常
勤
専
門
調
査
員
や
立
命
館
大
学
文
学
部
地
理
学
専
攻
の
実
習
助
手
を
務
め
ら
れ
た
後
、
二
〇
〇
三
年
よ
り
立
命
館
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
推
進
機
構
講
師
、

二
〇
〇
五
年
か
ら
は
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
師
、
二
〇
〇
九
年
に
は
同
学
部
人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス

テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
京
都
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
准
教
授
、
そ
し
て
二
〇
一
二
年
に
同
学
部
地
域
研
究
学
域
京
都
学
専
攻
准
教
授
に
就
任
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
に
は
同
専
攻
の

教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
経
歴
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
河
角
さ
ん
は
一
貫
し
て
立
命
館
大
学
に
お
い
て
学
び
、
研
究
し
、
教
育
に
た
ず
さ
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。
と
く

に
、「
京
都
学
」
を
冠
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
専
攻
に
お
い
て
、
京
都
な
ど
古
都
の
歴
史
時
代
に
お
け
る
地
形
環
境
に
か
か
わ
る
地
理
学
的
研
究
と
、
そ
の
成
果

を
ふ
ま
え
た
教
育
に
堅
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
」
と
い
う
立
命
館
大
学
な
ら
で
は
の
革
新
的
な
学
問
領
域
の
構
築
と
、
そ
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
運
営
に
あ
た
ら
れ
、
文
学
部
教
学
の
新
展
開
に
寄
与
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
一
四
年
か
ら
は
、
文
学
研
究
科
に
新
設
さ
れ
た
行
動
文
化
情
報
学
専
攻
文
化

情
報
学
専
修
の
立
ち
上
げ
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
河
角
さ
ん
は
二
〇
一
一
年
度
に
は
文
学
部
学
生
主
事
と
し
て
、
学
部
行
政
に
も
貢
献
さ
れ
、
そ
の
手
腕
と
人
柄
の
良
さ
は
、
執
行
部
の
み
な
ら
ず
教
授

会
お
よ
び
文
学
部
事
務
室
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
近
い
将
来
、
再
び
学
部
執
行
部
の
一
員
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
河
角
さ
ん
は
歴
史
都
市
防
災
研
究
所
、
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
環
太
平
洋
文
明
研
究
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
す
る
、
数
多
く
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
毎
年
、
優
れ
た
研
究
業
績
を
絶
え
間
な
く
発
表
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
旺
盛
な
研
究
活
動
が
注
目
さ
れ
、
人
文
地
理
学



二

会
、
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
、
立
命
館
地
理
学
会
、
日
本
文
化
財
科
学
会
な
ど
で
各
種
委
員
を
担
わ
れ
る
な
ど
、
学
界
に
お
い
て
も
多
大
な
る
貢
献
を
果
た

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
超
多
忙
な
教
育
・
研
究
生
活
が
た
た
っ
て
か
、
三
年
前
に
、
突
然
体
調
を
崩
し
、
緊
急
入
院
後
、
手
術
を
受
け
る
身
と
な
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
し
ば
ら
く
の
間
、
病
院
と
ご
自
宅
で
静
養
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
四
年
度
後
学
期
に
は
大
学
に
復
帰
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
再
会
し
た
際
に
は
、「
か
な

り
ス
リ
ム
に
な
り
ま
し
た
。
食
事
は
以
前
と
同
様
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
と
快
活
に
受
け
応
え
し
、
前
向
き
な
発
言
を
さ
れ
る
河

角
さ
ん
の
様
子
に
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
再
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
急
逝
さ
れ
る
と
は
・
・
・
。

数
多
く
の
学
生
に
慕
わ
れ
る
教
育
者
と
し
て
、
ま
た
環
境
考
古
学
、
歴
史
地
理
学
、
自
然
地
理
学
、
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
の
領
域
で
嘱
望
さ
れ
る
研
究
者
と
し
て
、

そ
の
将
来
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
た
河
角
さ
ん
の
突
然
の
死
去
が
、
私
た
ち
に
も
た
ら
し
た
打
撃
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
奥
様
や
お
子
た
ち
、
さ
ら
に
彼
の

ご
両
親
の
み
な
ら
ず
、
私
た
ち
周
囲
の
者
も
安
堵
し
て
い
た
最
中
の
急
逝
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
口
惜
し
い
限
り
で
あ
る
。
河
角
さ
ん
自
身
、
さ
ぞ
か
し
無
念
極
ま

る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
か
と
思
う
。

昨
春
四
月
一
四
日
・
一
五
日
、
雨
降
る
な
か
、
大
津
・
三
井
寺
円
満
院
で
の
通
夜
と
告
別
式
に
、
数
多
く
の
学
生
・
院
生
諸
君
、
卒
業
生
、
学
園
関
係
者
、
同

僚
な
ど
教
職
員
が
、
河
角
さ
ん
と
の
別
れ
の
た
め
に
参
列
さ
れ
て
い
た
。
河
角
さ
ん
の
人
望
の
厚
さ
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
論
文
や
思
い
出
の
記
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々
の
河
角
さ
ん
へ
の
思
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
つ
な
が
り
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
何
気
な

い
日
々
の
会
話
の
な
か
で
、
彼
の
こ
と
が
話
題
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
河
角
さ
ん
が
私
た
ち
の
心
の
中
に
い
つ
ま
で
も
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
の
証
で

あ
ろ
う
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
祈
り
つ
つ
、
こ
の
追
悼
論
集
を
河
角
さ
ん
に
謹
呈
い
た
し
た
い
。

　
　
　
　

二
〇
一
六
年
十
二
月

立
命
館
大
学
人
文
学
会
会
長

文
学
部
長　
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巻　
　

正　
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